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研究成果の総合評点：B 

研究成果に係る所見 

研究成果は、自然科学的な方法論を社会科学に持ち込んだこと、及び計算社会学に関わる

研究者コミュニティを構築したことであるが、研究テーマである「メディア社会がどう変

容したか」と「公共性がどう構造転換したか」という問いに対しては、何の答えも出てき

ていない。方法論とコミュニティ形成は評価できるが、そのコミュニティが何を目指して

いるのかについて明確なメッセージが不足している。当該研究で実施したシンポジウムに

関しては、何が議論され何が明らかになったかは不明である。 

※ 「研究成果の総合評点」に対する標語は下記のとおり。

S．研究目的に照らして、期待以上の成果があった 

Ａ．研究目的に照らして、期待どおりの成果があった 

Ｂ．研究目的に照らして、十分ではなかったが一応の成果があった 

Ｃ．研究目的に照らして、十分な成果があったとは言い難い 


